
所管課による評価①

１．基本事項

　川崎市幸スポーツセンター 評価対象年度

　株式会社 明治スポーツプラザ 評価者

  平成２３年４月１日～平成２８年３月３１日 所管課

２．事業実績

３．評価

分類 項目 配点 評価段階 評価点

基本方針 5 3(0.6) 3

事業成果 5 3(0.6) 3

維持管理等の再
委託

5 3(0.6) 3

休館日・開館時
間

5 3(0.6) 3

利用料金 5 3(0.6) 3

諸施設の活用と
提供サービス

5 3(0.6) 3

個人情報保護や
情報公開

5 4(0.8) 4

利用促進 5 3(0.6) 3

人員配置 5 3(0.6) 3

人材育成 5 4(0.8) 4

危機管理 5 4(0.8) 4

地域振興課長

幸区役所地域振興課

利用実績
（単位：人）

収支実績
（単位：千円）

　こどもの日、七夕、クリスマス、バレンタインなど、それぞれの時期に合わせたイベントを行い菓子等を配布するな
ど、利用者の声を活かした様々な自主事業を実施し、大人から子どもまで様々な世代の来館者がスポーツを通じ
て、楽しく過ごし交流することができる取り組みを進めた。また今年度も「子ども１日館長」を実施し、施設内の様々
な業務を体験していただくことで、地域に根ざした施設としての存在をアピールした。
　川崎フロンターレ幸アシストクラブの事務局を担うことで、川崎市のホームタウンスポーツのシンボルであるフロン
ターレと地域との繋ぎ役となり関心を高め、活性化を図った。

効果的な諸施設の活用及び提供サービスの向上を図っているか。

施設の利用促進に向けた取り組みが成されているか。

利用者の安全の確保及び有事の際の適切・迅速な対応のための危機管理体制が
とられているか。

指定管理者制度活用事業　評価シート

施設名称

事業者名

指定期間

平成２４年度

（評価の理由）

　トレーニング室ではインボディ（対組成成分）測定を取り入れ、また、身体に痛みや不安のある方向けの新しいス
ポーツ教室（背骨コンディショニング）を実施するなど、幼児から高齢者まで、様々な年齢層が参加できるプログラム
を企画し実施することで、サービスと指導力の向上が図られ、利用者数の増大につながった。

着眼点

公の施設としての理念を尊重し、社会体育施設としての役割や目的を果している
か。

事業実施による成果の測定・検証が適切に行われているか。

サービス向上の取組

　更衣室のロッカーをすべて交換し、更衣室を明るく清潔に保つことで、利用者が快適に使用できる環境づくりに取
り組んでいる。また、目や耳が不自由な障害者向けの電子案内、サイレントとデジタル画面表示による緊急速報な
どを設置することで災害時にも対応できる施設作りができた。

　頻繁に来館できない利用者等のために、回数券の有効期間を、指定期間終了時（平成２８年３月３１日）まで延長
しサービスの向上に取り組んでいる。また、１０枚分の料金（１，０００円）で１２枚の回数券を発行し、石川記念武道
館も共通して利用できるようサービスの向上に継続して取り組んでいる。

管
理
業
務
の
実
施
状
況

（評価の理由）

各種研修等を行うなど、人員の資質の向上を図っているか。

公平性・平等性及び受益者負担について留意し利用料金の設定を行うとともに、
利用者の利便性や利用サービスの向上を図っているか。

施設利用提供に支障をきたすこと無いよう、施設・設備の保守点検や整備等を適
切に行っているか。

・指定管理者は、プライバシーマークの認定を受けており、教室申し込みなどにより収集した個人情報については適正に管理されて
いる。また、アルバイトを含めた全ての職員に研修と理解度のテストを毎年実施し、職員の資質の維持向上に努めている。
・全ての職員を対象に、避難誘導訓練及び救命救急訓練を定期的に実施するなど、万一の事態に適切な対応がとれるよう体制を
整えており、職員は、緊急時に適切かつ迅速に行動するなどの危機管理意識を持って業務に当たっている。また、利用者の避難経
路が確保されるよう、適宜施設を巡回するとともに、必要に応じて改善を図るなど、安全管理に努めている。

個人情報の保護や情報の公開を適切に行っているか。

安全で適正な管理運営を確立するとともに、利便性や利用サービスの向上に留意
した施設提供を行っているか。

総
合
的
な
運
営
状
況

・公の施設としての役割を十分理解し、公平・公正な管理運営に努めている。
・事業計画に基づいた施設の管理運営がなされている。
・清掃や設備機器の点検は、専門業者委託により計画通り実施されている。また、業者委託だけに頼らず、職員による日常点検や
清掃も併せて行うことで、館内の整理整頓、安全性の確保がなされている。
・インターネット等を活用しスポーツ教室や広報、PR活動などを積極的に行い、利用者の増加が図られている。

スタッフが業務を適正に実施するための、適切な労働条件や労働環境が整備さ
れ、円滑な施設運営に必要な人員配置（資質・ローテーション等）を行っているか。

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

12,801 15,258 14,782 12,229 14,316 18,418 13,623 13,352 11,645 17,462 12,246 14,097 170,229

　収　入 指定管理委託費 49,849

利用料金収入 22,019

事業収入他 19,855

収入　計 91,723

　支　出 管理運営費 76,366

支出　計 76,366

 収支差額 15,357



施設利用提供業
務

5 3(0.6) 3

個人開放事業 5 3(0.6) 3

教室等事業 5 4(0.8) 4

スポーツ情報提
供及び相談業務

5 3(0.6) 3

指導者・ボラン
ティアの育成

5 3(0.6) 3

自主事業に関す
る事項

5 3(0.6) 3

総合型地域スポー
ツクラブの支援 5 3(0.6) 3

安定性 5 3(0.6) 3

効率性 5 3(0.6) 3

４．総合評価

64 評価ランク

５．事業執行（管理運営）に対する全体的な評価

６．来年度の事業執行（管理運営）に対する指導事項等

生涯スポーツ振興を図るための個人開放事業が実施しているか。

 ・今後も地域との連携や共生を念頭に、スポーツ活動の拠点として幅広い事業展開を図るとともに、利用者増加とトラブルや事故の未然防
止、利用者の満足度向上に一層努めること。
・市民誰もが地域で気軽にスポーツを楽しめるよう、民間のノウハウを活用しながら、事業活動の質の向上を図るとともに、市民の健康・体力
の維持・増進やスポーツ活動の推進を図るなど、生涯スポーツの振興に努めること。
・引き続き総合型地域スポーツクラブの育成・支援、地域企業と連携したスポーツ振興を図るとともに、地域や利用者のニーズの把握に努め
ながら、教室等の事業の充実を図ること。
・建物・設備の経年劣化への対応を図りながら、引き続き適切な施設の維持管理に努め、利用者が安全かつ安心してスポーツを楽しめる環
境を確保すること。
・事故や災害などの緊急時に備え、迅速かつ的確な行動を確保するため救命救急訓練や避難誘導訓練を実施するとともに、行政等への速
やかな連絡や報告についても対応が図れるよう危機管理体制を維持・継続して構築しておくこと。

総合型地域スポーツクラブの活動支援を行っているか。

収
支
状
況

収支計画に基づく安定した運営を行っているか。

サービスの維持・向上に留意した上で効果的・効率的な予算執行が図られている
か。

評価点合計

地域スポーツ指導者の育成やボランティア等の育成のための事業を実施している
か。

利便性やサービスの向上のための自主事業等を実施しているか。

（評価の理由）

生涯スポーツ振興を図るためのスポーツ教室やイベント等事業を実施しているか。

・ 第2期2年目となる24年度は、第１期で得たノウハウを活かしながら安定した管理運営を行っている。また、公の施設としての理念を十分認
識し、地域におけるスポーツ活動の拠点として、区民の健康増進や地域スポーツの推進に寄与するよう努めている。
・職員が施設や備品の修繕、清掃を積極的に行うなどにより、経費節減に努めている。
・あいさつ、声かけを積極的に行うことで、利用者との距離を縮めるよう心がけるとともに、利用者の意見や要望を聞きながら、可能なものは改
善し、また、対応が困難なものについては説明責任を果たすなど、利用者の視点にたった運営を行っている。
・日頃から職員間における円滑なコミュニケーションを心がけており、事故等が発生した際にも迅速かつ適切な対応を図っている。また、救命
救急訓練や避難誘導訓練など定期的に実施し、職員の資質の維持・向上を図っている。

・事業計画に沿った運営を行っている。また、公の施設として、スポーツ教室の申し込みや施設の利用に当たっては、公平・公正な
運営を行っている。
・川崎フロンターレ幸アシストクラブの事務局を担うとともに、市主催のスポーツイベントや行事に積極的に参加するなど、生涯スポー
ツの推進、地域活性化に資する取り組みを行っている。
・施設点検による休館日に、夜間の時間を施設開放するなど、総合型地域スポーツクラブの支援を継続して行っている。
・地域企業との連携、市主催の大会への参加など結局的な取り組みが成されている。

事
業
実
施
状
況

生涯スポーツ振興を図るための施設利用提供を行っているか。

生涯スポーツ振興を図るための情報の提供及び相談業務等を行なっているか。

（評価の理由）
・予算と決算の比較増減があるが、支出超過することなく、安定した運営が行われている。
・安全性を確保した上で、利用者にも協力を呼びかけながら一部消灯するなど、節電の取組を実施し、経費節減にもつなげている。

C


